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An Analysis of Characteristics of Public Room Space in Detached House 
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室がなく <0K • L>の公室だけから成るタイ プである。
金平面のうち<DK . L.和〉がも っとも多<， 41%を占
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だんらんには87%がLを使う。 <0K .和 ・L>は.OK
に隣接している和室で当然だんらんが行なわれやすく.
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朱事 的観剖 言十 OK L 1階層宣 2階層型 構L
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望~ ~員 回客人数 DKo rL 1措居室 2階居室 その他
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い.逆に. D KとLが自主で仕切られている <DK/L/
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室とな りやすく， 15戸中 9戸を占める。このうち 5戸は
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客室が確保できるので， D K， Lは家族の生活の泌及び
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プランタイプ別にみると， <D K . L>とくDK.L / 
和〉では，公室空間の中心、となる DKとLを連続して暖
房するものがもっとも多く 19戸中17戸を占める。主たる暖
房器具はストープである。 <DK. L・和〉でも Lと和室
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の間仕切を閉鎖して， DKとLを連続するものが18戸中
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(在) 企宣空同の包弥と、間仕切の状軍ほ、表ー， 5と同じ. 一一一-
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各 2邑 F 聾量 イスザ 折裏 ユヵザ 同盆無し
o It 54 58 1 
L 54 18 87 4 




<D K . L>では. 4戸とも DKとLの起居様式のパタ
ーンは異なっており. Lの折衷やユカザ傾向が強い。
<D K/L/洋〉では. DKがイスザ. Lが折衷である
が. 1階洋室がイスザと折衷の2つに分かれる.
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